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序 論
日本 の映画 作家 で黒 澤 明ほ ど多 くの フ ァン 、研 究者 、 関係 者 、 さ らに本人 自身 に よ って
語 られ て きた 作家 はい な いだ ろ う。本論 文は 、 日本 を代 表 す る映画 作家 で あ り、「巨匠」 と
呼 ばれ る黒 澤 明 の映 画 に着 目 し、特 に これ まで論 じられ る こ との少 な かっ たそ の映画 にお
け る〈 旧本 的 な もの 〉の表象(reprθsentationlimage)につ い て、映 画 記 号学(Semioties
ofeinema)の視 点か ら考 察 しよ うとす る もの であ るe
映画 作 家 ・黒澤 明(1910-1998)は、そ の生 涯 にわ た りほ ぼ年 一作 とい うベ ー ス で全
30作の 映 画作 品 を 完成 して い6,,その 作品数 は 同時代 の他 の 日本 映画 監督 と比 べれ ば決 し
て 多い とは い えない が 、その 作品 の殆 どが国 際的 な賞 を受 けてお り、 日本 映画 にお ける代
表的 な 監督 の 一 人だ とい える。 また、 その代表 作 で あ る 『羅 生 門』 がベ ネチ ア国際 映画祭
で グラ ンプ リを受 賞 したの を きっかけ に、国 内外 の映 画評 論 家や研 究 者 た ちの問 で も幅広
く注 目 され 、 それ ぞれ の作 品 の主題や 思 想内 容、 撮影 方法 お よび 音楽 な どにつ い て、盛 ん
に研 究 され て い る。
国 内 の研 究 につ い て は どち らか と言 えぱ社 会学 的 な観 点 に よ る もの が比 較的 多 く、映画
の資料 の収 集 や 整 理 に力 が注 がれ 、理 論性 の 高 い学問 的 な研 究 はあ ま り多 くは な い よ うに
思 える。 と くに 記号学 的 な方法 に基 づ く研 究 は皆 無 に等 しい と言わな けれ ぱな らない。 国
外 にお ける 黒澤 明 研究 は、 どち らか と言 えば 黒澤 明の 映 画の紹 介 その もの に 主眼が 置かれ
てお り、研 究 方法 も欧 米映画 との比較分 析 に傾 いて い る よ うに思 える。1980年代 に人 って
か らは 、記 号学 の 研究 方法 を導 入 した研 究が 次第 に現 われ 始 め 、黒澤映 画 の記 号学的 方法
に 留意 した もの も少 しずっ 出 始め てい る,,しか し、それ らの ほ とん どは黒 澤映 画研 究の 全
体 的 な 流 れ に さ ほ ど 大 き な 影響 は 与 え て い な い よ うに思 え る。 ア メ リカの 映 画 研 究家
St-ephenPrinceがそ の菩ThePI:tiiv'ioi':geamel'tl-'TI)eCinemaof'4kiraKurob"awa(1999)
で指 摘Lて いるLう に 、黒 澤 の地位 に相応 しい研 究書 が欧 米に は まだ出て いな いの が現 状
で あ る。 そ して 、 日を アジア に向 けてみ ると、事情 は それ ほ ど変わ ってい ない よ うに思 え
21-)L'
る。 例 えば 、 中 国 の場合 につ いて は 、黒 澤の 自叙 伝 『蝦 蟇 の油 』の翻 訳出版 、主 な受 賞作
品 に つい て の紹介 及 び ス トー リー の分析 が な され て い る もの の 、欧米経 由の、通 り一遍 の
捉 え方 が 多 く、 中国 人 自身の 問題 関心 に よ る本格 的 な学 問的研 究に は ほ ど遠 い と言 わ ね ば
な らない。
この よ うに、 国内外 におい て、 これ まで黒 澤映 画 に関す る言説 こそ 多い ものの 、<趣 味
の問題 〉 と して語 られ て い る と思 われ る よ うな私的 言説 が 多 く、未 だ にく ジャーナ リステ
ィ ックな 立場 に よ る黒 澤映 画論 〉に とどま ってい るの が現 状 だ と言 わ なけれ ばな らな い。
特 に 、 中国 語圏 の研 究 状況 につ い ては 、現 代 中国語 圏 の映画 にお け る黒澤 映画 の存在 の大
きい こ とを考 えれ ば 、本格 的な 学 問的研 究が最 も求 め られ る もの とい えよ う。 黒澤明 映 画
を学位 論 文 の研 究 の対 象 と した理 由は こ こに あ り、 そ の意 味 で本研 究 は、そ ういっ た試 み
の …つ とな るもの で あ る。 具体 的 にはい くつ かのテ ーマ を設 定 して、それ ぞれ の映画 に即
しっっ 、映 画 の シ ョ ッ トや カ ッ トな どに よ る検討 を行 な うこ とにな る。
第1章 黒 澤 映 画 の原 点一 『姿 三 四郎』 にお け るく 日本 的 な もの 〉の表象一
黒澤 の処 女 作映 画 『姿三 四郎』 は 富 田常雄 の 同名 小 説 よって脚 本 され た若 き黒澤 明 のデ
ビュー 作で あ り、 〈黒澤映 画 〉の原 点 をなす 重要 な作 品 の一 つ で もある。映 画 の中に は 、
例 えば 柔道 精神 の高揚 や芭 蕉 の俳 句 の導 入 、下駄へ の巧み な描 写な ど、 〈 日本 的 な もの 〉
の表象 の萌 芽 が読 み とれ る。 今 日、 〈柔 道 〉は く茶 道 〉や く華 道 〉 と共に 、〈 日本 的 な も
の 〉、 〈 日本 文化 〉を象徴す る記 号 としてそ の存在感 を示 そ うと して い るが 、 この映画 に
おい て は、 それ が く 下駄 〉 〈蓮の花 〉〈池 〉な ど と共 に、 黒澤 映画 全体 にお け るく 日本 的
な もの 〉の原 点 をなす 重要 な記 号表 現で もあ る。本 章 はそ うい った問題 を視 野 に入れ つつ 、
考察 を行 っ て い る。
第2章 映 る〈 日本 の伝統 美 〉一 『続 姿三 四郎 』 か ら 『夢』 にお け る 〈能 〉の表 象 をめ ぐ
って
黒 澤 映 画 にお け る 「能 」の 導入 とそ の意 味作用 を考 察 した。『続 姿 三 四郎 』 中の敵役 檜
垣兄 弟 の 三男源 三郎 に、「能」の黒 頭 の よ うな髪 をかぶせ 、手 に狂 い笹 を もたせ てい る。『虎
の尾 を踏 む 男 達』 は 「能 」 の 『安 宅』 や歌舞 伎 の 『勧 進帳 』 を原 案 と した もの とされ 、後
年の 『蜘蛛 巣城 』で は 「能 面」に人物 の顔や 表情 を似せ てい る。そ の他 、『隠 し砦 の 三悪 人』、
『乱』、『夢 』 な どに も 「能面 」が多数 取 り入れ られ てい る。 従来 の研 究 にはそ うい った点
にっ い ての 指摘 が あっ た ものの 、そ の具体 的な表象 の仕 方 や それ ぞれ の映 画で いっ たい ど
の よ うな意 味 を持 たせ て い るの か につ い て の検 討 は あ ま り見受 け られ ない。 黒 澤 は 単 に
「能 」 が好 きで あ るに過 ぎ なか った のか。本 章 では 、黒澤 映 画 にお け る 「能 」 のシニ フ ィ
ア ン と シニ フ ィエ に つ いて具 体的 に検討 してい る。
第3章 く生 〉 と く死 〉 の 表 象 一 『羅 生 門 』 を 中 心 に
『羅 生 門 』 を 中 心 に 、 黒 澤 映 画 に お け る 「生 」 と 「死 」 の 記 号 表 現 が 考 察 され た。 筆 者
に よ れ ば 、 映 画 の 中 で 「死 」 を表 す 記 号 が 「羅 生 門 」、 「雨 」、 「旅 法 師 」、 「巫 女 」 と 「風 」
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な どで あ り、また 「生 」を表す 記 号 が 「盗 賊」、「武 士 の妻 」に表徴 され て い る身 体 と行為 、
「強姦 」、 「証言 」、 「嘘jな どの行為 お よび 「太 陽」、 「赤 ん坊 」 であ る と考 え られ る。そ の
よ うな観 点 に立 って 、本 章で は映 画の物 語や コンテ クス トの中 にお け る 「羅 生門 」その も
のが持 つ 二つ の意 味 作用 、つ ま り 「意 味す る もの(シ ニ フ ィア ン)]と 「意味 され る もの(シ
ニ フィエ)」に関す る考 察 を試 み 、この 映画 の成 り立 っ大 前提 で ある く生 〉 と〈死 〉の考 え
を探 ってみ た い。考察 の 際 、もち ろん く死 〉 とく生 〉を考 え よ うとす る も う一 っの映 画 『生
き る』 を視 野 に入れ て、比 較検 討 しつ っ、総 合 的な解 釈 を試 みた。 そ うい った考察 を通 し
て 、 この映 画 に映 し出 され て い るく 日本 的 な もの 〉の記 号表 現 を明 らか にす る こ とが もち
ろん本 章 の狙 い であ る。
第4章 く娘 〉 ・〈妻 〉 ・〈母 〉一 黒 澤映 画 にお ける 〈女 〉の表象
これ まで く男 の映 画 〉 と評価 され 、 〈女 〉を扱 うこ とが不得 意 だ とさえ言 われ る黒澤映
画 に お け る〈女 〉の 表 象 を取 りあ げ、従 来の研 究を批 判 的に検 討 しな が ら、特 にそ の 〈 日
本 的 な もの 〉の表 象 に焦点 を 当てて検 討 して み た。 黒 澤 映画 では一 部 の例外 を除 けば、<
女 〉が映 画 の主人 公 と して扱 われ る こ とは稀 で はあ る ものの 、デ ビュー 作 『姿 三 四郎』 に
お け る着物 姿 の 〈小夜 〉、『羅 生 門』にお け る〈サ ムライ 〉の く妻 ・真砂 〉お よび く巫 女 〉、
あ るい はそ の他 の多 くの作 品 に見 られ る、二人 の 男 を闘 わせ て 自分 を求 め させ よ うとす る
く女 〉の描 写 な ど、 多様 に表 象 され てい る こ とが確 認 され る。 ま た、初 期 の作 品に は、 い
わ ゆ る くゲイ シ ャ 〉的 なイ メー ジ と して の 〈女 〉の登場 が多 い こ とも読 み とれ る。本 章で
は 、そ うい った表 象 を具 体的 に明 らか にす る中か ら、黒 澤映 画 にお け る く女 〉た ちのイ メ
ー ジ を考察 してい る。
第5章 〈サ ム ライ 〉の表 象一 『用心 棒』 と 『椿 三十 郎』 にお ける く三十 郎 〉 とい うく無
法 者 〉 をめ ぐっ て
『用心 棒』 と 『椿 三 十 郎』 とい う相互 に関 連性 を持っ とされ る二つ の 映画 に お ける 「三
十 郎」 とい う人 物像 に着 目 し、 「無法 者」 とい う概 念 を導入 し、それ ぞれ の衣装 や姿格 好 、
動 作 お よび名 利 や 善悪 に対 す る態度 に 関す る考 察分析 を通 して 、黒澤 が描 こ うと してい る
「三十 郎 」 とい う 「無 法者 」 の記 号表現 が持 つ特 徴や 文化 的 な意 味 を明 らか に しよ うと し
た。 筆 者 に よれ ば 、映 画 の 「三十郎 」 とい う 「無 法者 」 には 、 〈孤独 な旅 人 〉 とい うイ メ
ー ジ、秩序 や きま りに は束縛 され た くない く破 壊 的 な存在 者 〉 とい うイ メー ジ 、平気 で大
勢 の人 を斬 り、「斬 る」こ とを問題 を解決 す るた めの 唯…一の 手段 と考 えて い る よ うな く冷 血
な侍 〉 とい うイ メ 一ージ、金 銭や 名利 に拘 らず 世俗 的 な価値 観 に対 して超 然 た る態度 を示 す
く厭 世 者 〉 とい うイ メー ジ、権 力 を嫌 い弱 き を助 け強 き をく じき策 略 を巡 ら し相 手 を倒す
く侠 客 〉 とい うイ メー ジな どが ある。本 章で は 、「歩 く」、「坐 る」、「もたれ る」、「寝 そべ る」
と 「斬 る」 な どの身 体的 動作 に対す る記 号分 析 を通 して、そ れ らを明 らか に した。<三 十
郎 〉とは、 黒澤 が生涯 にわた って表 象 しよ う と した く 日本的 な もの 〉、 〈サ ム ライ 〉で あ
った。
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第6章 〈水 車 〉 ・〈老人 〉 ・〈村落 〉一 『七 人 の侍 』 の記 号世界
ヒ ッ ト作 『七人 の侍 』 を取 りあげ、七 人の侍 たち が村 の人 々 と一 体 とな り、野武 士 た ち
の略 奪 に対抗 し熾 烈 に 戦 う舞 台 とな る或 る 「村 」 に 見 られ る 「水 車 」、 「老 人 」 と 「村 落」
そ の もの とい う記 号 に着 目し、それぞれ の 「意味 す る もの」、と くにそ の 「意 味 され る もの」
につい て探 っ て い る。
この 映 画 にお い て は、 「水 車」 は単 に通 常 の 文化 的 意味 と しての く歴 史の 証 人 〉を象 徴
してい るだ けで はな く、映画 のス トー リーや コンテ クス ト、言外 の雰 囲気 か ら、同時 に 「老
人」 の含 意 を隠 喩 した りす る意味作 用 を も持 っ てい る。 また 、村 の 人 々 の間 で 「爺 様 」 と
呼 ばれ 野武 士 た ちの侵 略 を受 け村 の存亡 が侵害 され た際 には智 慧 を巡 ら し、死 ぬ まで に「水
車小屋 」 の 中に座 り必死 に 「水車 小屋Jを 守 ろ うとす る 「老人 」 が、 齢 を重 ね た人生 の先
輩 、村 の長老 とい った一 般的 な意 味 を持 っ と共 に、日本 の村 社会 にお け る 「先祖 」とい う、
バル トの言 う 「第 三 の意 味」 をも持 つ もの と解 釈す る こ とが で きよ う。 本 章 は そ ういった
研 究 成果 を踏 ま えつ つ 、 さ らにそ のく熾烈 な 戦 い 〉の背後 に映 じられ て い るい わ ゆる く 日
本的 な村 〉の表 象 な どに着 目 して考察 を行 な っ てい る。
結論 に代 えて 一黒 澤 は 〈セル フ ・オ リエ ン タ リス ト〉か
以上各 章 にお い て 考 察 して きた く 日本的 な もの 〉の類型 としての 〈柔 道 〉、 〈武 士道 〉、
〈俳 句 〉、 〈能 〉、 〈サ ム ライ 〉 とい った もの が近代 におい て欧米 のオ リエ ンタ リステ ィ
ックな視線 の も とく 日本 の伝 統 文化 〉 と して く発 見 され た もの 〉で あ る とい え る。黒 澤 が
自 らの映 画 にお い て それ らの レッテル を 日本 固 有の もの(伝 統)と して 表現 上利 用 しま た
強調 した こ とは否 定 で き ない。彼 が欧米 の 「オ リエ ン タ リス テ ィ ック」 な枠 組 み に迎合 し
た か ど うか は ともか く、結 果的 には西洋人 と同様 なオ リエ ン タ リス テ ィ ックな眼差 しを 自
文化 の 「過去 」 に向 か って投 げかけ、それ を 自 らの 映画 で表 現 した こ とに な る。 そ の意味
で 黒澤 は紛 れ もな く 「セ ル フ ・オ リエ ンタ リス ト」 で あ った と言 える。
本 研 究の特 徴 につ い て纏 め るな ら、ほぼ以 下 の よ うにな る。
① 黒澤 映 画 につ い ての本 格 的 な学 問的 研 究 を試み る本 研 究 は、 黒澤 映 画 を 単な る く趣
味 の問 題 〉 と して語 る ので はな く、 よ り学 問的 な理 解 に道 を開 く こ とを 目指 して い
る。
② 〈映画 記 号学 〉 とい う研 究視 点 を導入 しよ うとす る本 研 究 は、 黒 澤 映画 を従 来の よ
うに小 説 あ る い は文 学作 品 との対 比 とい うレベ ル に と どま るだ けで は な く、 映画 と
い う独 自の意 味 体 系 に 即 した研 究を 目指 して い るた め、 黒澤 映 画 の研 究 と しては新
しい もの とい え る。 もちろん、 その限 界 も認 めた うえでの こ とで あ る。
③ これ まで論 じ られ る こ との少 な か った黒 澤映 画 にお け るく 日本 的 な もの 〉の表 象 を
探 ろ うとす る本研 究は 、個 々 の問題 につ い て なお 多 くの課 題 が 残 る ものの 、少 な く
とも これ ま で 一般 の人 が抱 いて きた ステ レオ タイ プ の く黒澤 映 画像 〉を も う一度捉
え 直 し、 黒澤 映 画 の理解 に新 た な光 を 当て る ことに な る もの と思 わ れ 、特 に黒澤 明
没 後 十周 年 に 当 たる今年 、 そ うい った試 み は さ らに求 め られ よ う。
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④ 黒澤 映 画 にお け るく 日本 的 な もの 〉の表 象 を黒 澤 が歩 ん で きた近 代 日本 にお け る く
日本 〉 とい うく大 きな物 語 〉の 問題 を視 野 に入 れ て捉 え よ うとす る本研 究 は 、単 に
映 画 の記 号表 象 の分析 だ け に終 わ って しま うので は な く、 広 く 日本 映 画の 文化 的研
究 に話 題 を提 供 す るこ とが で き る もの と思 われ る。 黒 澤 映 画 は 単 な る映 画 の 閙題 で
は な く、同 時 に 〈 日本文 化 〉〈 日本人 〉の問題 と考 え られ るか らで あ る。
⑤ 中国 の 「第五 世 代 」の 監督 達 に大 きな影 響 を与 えた と され る黒澤 映 画 に関 す る本研
究 は 、現 代 の 中国 映画 に対 して 、 ロー カル 的 で はな く、 よ りグ ロー バル な視 点 に基
づ く研 究 が求 め られ る今 日にお いて 、寄 与す る ところが 大 き く、 また今 後 の研 究 に
とって も重 要 な一 歩 を示 す もの となろ う。
2008年は黒 澤 明没 後10周 年 の年 で あ る。ま た2010年には黒 澤 明生 誕100周年 を迎 える
こ とにな る。 今 日、 日本 の映 画 は もち ろん、 世界 の映画 も黒澤 の 時代 とは全 く異 な る方 向
に向か い つつ あ る。 「ア ニメ」、「マ ン ガ」、「オ タク」、「ミヤ ザ キ」な どが新 しい く 日本的 な
もの 〉の表 現 記 号 と して生成 され 、 世界 中 に流 通 され てい る。 世 界 の映 画 もく境界 〉を越
え、曖 昧 的 にな りつ つ ある。 黒澤 が映画 を通 して表 象 しよ うと した ナ シ ョナ リテ ィが大 き
く揺 らぎ始 め、い わ ゆ る映 画 の 〈無 国籍 化 〉が 世界 映 画の 大勢 とな っ て きてい るの であ る。
だ が 、 だか ら とい っ て、 「黒 澤 映画 」 は決 して過去 の もの とは な って い ない。 む しろ 、
そ うした 時代 に お いて こそ 、本格 的 な研 究が求 め られ な けれ ばな らない と考 える。 〈 日本
〉や く 中国 〉お よび く世 界 〉の 映 画 に まつ わ る様 々 な新 しい 動 向 を視 野 に入れ た 新 しい
「黒澤 映 画 」研 究 は ま さに これ か らの課題 で あ る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は我が国の映画作家 として国際的にも有名な黒澤明監督の映画作品におけるく日本的なもの〉の
表現について映画記号学の立場から詳細に論じた大変ユニークな研究である。全体 は序論、第1～6章 、結
論の8部 か ら成 る。
序論では、先行研究の批判的検討、映画記号学の再検討、本論の研究対象 ・研究 目的について論 じられて
いる。
第1章 では、黒澤映画の原点をなす処女作 『姿三四郎 』(1943年)に おけるく柔道〉の日本文化的な
記号表現 について詳細な分析 と検討が為されている。
第2章 では、『続姿三四郎』(1945年)か ら 『夢 』(1990年)に いたるまでの諸作品における〈能
〉の日本文化的な記号表現について詳細な分析と検討が為されている。その洞察 には外国人な らではのユニ
ークな視点が数多く見 られる。
第3章 では、r羅生門』(1950年)を 取 り上げ、 日本人の伝統的な〈死生観〉をめぐりその文化的記号
表現について詳細な分析と検討を行なっている。






第6章 では、日本伝統文化におけるく村落共同体〉の問題が取 り上げられ、柳 田民俗学を参照しなが らr七
人の侍』(1954年)に おける日本文化の記号表現 をめぐって詳細な分析と検討が行なわれている。
結論では、日本人の黒澤が〈日本的なもの〉に関する文化的な記号表現をする際当然問題となるオ リエ ン
タ リズムとセル フ ・オ リエ ンタリズムとの複雑な関係について論じられ、またその問題 をも含めた今後の研
究課題について論じられている。
以上要するに本論文は、従来の黒澤映画研究においてほとんど問題 とされることのなかった〈日本的な
もの〉の表現にっいて、先行研究にはまった く見 られぬ〈記号学的な方法論〉を用いて厳密かつ独創的な分
析と検討を行っている点において、人間社会情報科学における学際的研究の発展 に寄与するところが少なく
ない。
よって、本論文は博士(学 術〉の学位論文として合格 と認める。
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